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１． はじめに 

グラフィックデザインは，平面の上に文字や画

像，配色などを使用し，情報やメッセージを伝達す

る手段として制作されたデザインのことである.

本研究では，特にシンボルマーク，ロゴタイプに着

目して，研究を進めていく.シンボルマークやロゴ

デザインは，多くの企業や各地域のシンボルマー

クとして用いられ，イメージ作りのひとつとなっ

ている.デザインのどの要素をどのように感じ取

って，印象を抱いているのかを調査し，デザインの

要素に抱かせたい要素を含めることで，特定の印

象やイメージを与えることのできるシンボルマー

ク，ロゴタイプの制作を目的としている. 

ロゴタイプの印象操作ができているのか判断す

るために,「鎌倉」「六本木」「原宿」の 3 つの地域

の印象に沿ったロゴタイプを作成し,それぞれ感

じた印象によって,各地域にあてはめることがで

きるのかを調査していく. 

 

２．ロゴタイプから受ける印象因子 

ロゴタイプから受ける印象因子をイメージ語ご

とに分類にしたものが萩山らの研究で述べられて

いる[1]. 

イメージ語ごとに異なる因子や複数の因子をも

っている（表 1）．ひとつの因子を持つイメージに

対しては,そのひとつの因子をイメージに持たせ

れば良いが,複数の因子を持つイメージに対して,

要素として複数の因子を持たせる必要がある. 

イメージごとにその要素を持たせたロゴデザイ

ンに対してのイメージも変化している（図 1）．イ

メージと印象の相関が小さいものに対して,その

要因を調べる必要があると考える. 

 

表 1 イメージ語と印象因子 

 

 

図 1 イメージ語ごとの評価 

 

  

３．各地域のイメージ調査 

「鎌倉」「六本木」「原宿」の 3 つの地域の印象



を持つロゴタイプを作成するために，各地域のイ

メージを調査した． 

鎌倉に対して抱かれるイメージは，歴史のある，

自然豊か，おしゃれといったものが挙げられた． 

六本木は，高級感があるというイメージがもた

れる．東京在住者の中で調査された話題性がある

街，セレブな街と思う街でともに 1 位を獲得して

いる[2] （表 2）． 

原宿に対して抱かれるイメージは， 活気がある，

若者向けの,流行の先端，おしゃれなといったもの

が上位にあげられた[2] （表 3）． 

 

表 2 東京 街のランキング 

 

  

 表 3 東京 街のイメージ 

 

 

４．シンボルマーク,ロゴタイプの制作 

 今回は、各地域に展開するパン屋をイメージし

たシンボルマーク，ロゴタイプの制作を行う. 

 各地域の調査をもとに，それぞれのイメージを

持つシンボルマーク，ロゴタイプを作成する．各イ

メージの持たせる要素として，配色，フォント，レ

イアウトを変えたものを作成する．どの要素が影

響を与えるか調べるために，各要素それぞれひと

つを変えたものを各地域に合わせて作成する．各

要素の適切なものを調査し，最終的にイメージに

あてはまる全要素をもつデザインを作成し，3 地域

それぞれにあてはめることができるのかを調査す

る． 

 

５．おわりに 

本研究では，デザインの及ぼす影響と地域それ

ぞれのイメージの関係を調査し，その影響を意図

的に与えることができないかを調査する．今後の

課題として，類似したイメージを持つものに対し

てどういった差異を付けることで影響が変わるの

か調べる必要がある． 
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